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目的コホート研究に参加した 40～69 歳の男女を対象とし、ベースライン調査（コホートⅠ：1990 年、
コホートⅡ：1993～1994年）の自記式質問調査票に回答した者のうち、追跡拒否または追跡困難だった
者、循環器疾患およびがんの既往者を除いた 86,113 例（男性 40,707 例、女性 45,406 例）を対象とし
ている。脳卒中および虚血性心疾患の発症に関して、コホートⅠは 2009 年まで、コホートⅡは 2012 年
まで追跡している。海藻の摂取頻度は、食物摂取頻度調査の海藻類（のり、わかめ、昆布など）の摂取
頻度をもとに、「ほとんど食べない」、「週 1～2 回」、「週 3～4 回」、「ほとんど毎日食べる」の 4 群に分
類している。また、脳卒中の疫学診断基準は「National Survey of Stroke」の基準を、虚血性心疾患









中が 4,777 例（脳梗塞 2,863 例、脳出血 1,361 例、クモ膜下出血 531 例）、虚血性心疾患（急性心筋梗
塞と急性死）が 1,204例であることを示している。また男性では、海藻を「ほとんど食べない」群に対
し、「ほとんど毎日食べる」群では、虚血性心疾患発症の多変量調整ハザード比（95%信頼区間）が 0.76
（0.58, 0.99; P for trend = 0.04）と、有意に低値であることを明らかにしている。総循環器疾患発
症に関しては、ハザード比が 0.88（0.78, 1.00; P for trend = 0.08）と、有意ではないもののリスク
の低下傾向を示している。同様に、女性では、虚血性心疾患発症の多変量調整ハザード比（95%信頼区
間）は 0.56（0.36, 0.85; P for trend = 0.006）と有意に低いことを明らかにし、また総循環器疾患
発症リスクは 0.89（0.76, 1.05; P for trend = 0.10）であることを示している。一方、男女とも、海
藻摂取と脳卒中との関連がないことを示している。 
第五章では、著者は海藻の摂取頻度の増加が虚血性心疾患発症リスクの低下をもたらすメカニズムに
関して、考察している。マウスにおいて、海藻に含まれるフコイダンが、リポ蛋白質リパーゼを活性化
することにより中性脂肪、LDL コレステロールを低下させることを示した先行研究や、自然発症高血圧
ラットにおいて、ワカメから抽出したペプチドがアンジオテンシン I変換酵素の活性を阻害し、血圧低
下をもたらしたとする先行研究の結果を引用し、これらをもとに、海藻の脂質改善効果と血圧上昇抑制
効果が、虚血性心疾患発症リスクの低下をもたらした主要なメカニズムであると推論している。更に本
章で、本研究の結果と先行研究の結果との相違点に関する考察を行い、本研究の限界も述べている。 
 第六章では本研究の結論、すなわち日本人において海藻の摂取頻度が多いことが虚血性心疾患発症リ
スクの低下と有意に関連しており、海藻摂取は循環器疾患の発症予防に対して有効である可能性が示さ
れたと述べている。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
本論文は、日本人の中年男女において、海藻摂取が虚血性心疾患発症リスクを有意に低下させること
を明らかにしており、海藻摂取と循環器疾患発症との関連を示した世界で初めての研究である。対象症
例数は 86,113 例と極めて多数であり、先行研究との対比も詳細に行っている。欧米においては日本に
比して海藻摂取量が極めて少ないことから、本研究は欧米の食生活改善を促すメッセージになることも
期待され、臨床的価値の高い研究と判断される。 
令和２年１月９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求め、
関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
